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飛 騨古川 〜御母 衣湖地 域 の 濃飛流 紋岩 （概報 ）
＊

濃飛岩体北部 地域 に お け る東西地 質断面
一一一

濃飛 流紋 岩団体研 究 グル
ー

プ
＊ “

Stratigraphy　and 　outline 　of　the　volcanic 　history

　　　of 　the　N6hi　 Rhyolite　in　its　northern 　part

Collaborative　Research 　Group 　for　the　N6hi 　Rhyo ｝ite＊ ＊

Abstract　The　N6hi　Rhyolite　is　a　large　Cretaceous　to　 Paleogene　 volcanic 　 pile　 distrib−

uted 　extensively 　in　central 　Japan　and 　consisting 　chiefiy 　of 　silicic　pyroc ！astic 　flow　depos・

its
，
　mainly 　welded 　tuffs．　 Its　northern 　part（Hida−Furukawa − Miboro −Lake　area ）has　been

studied 　both　stratigraphically 　and 　volcanologically ．　Stratigraphic　succession 　of　the

rhyolite 　in　this　part　is　grouped　roughly 　into　three　volcanic 　stages 　（Stage　Ia，　Ib　and 　II），

as 　shown 　in　the　following　table．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table

Stage Unit　 Name Composition
　　　　　　　　「− 鵠畿鑑灘 （m ）

TonQkawa 　W61ded 徽 ff rhyollte 850十

II Sotsui・dan 量Welded 　Tuff

Hikodani　V陀 lded　Tuff
rhyodacite

rhyolite −rhyodacite
800500

Sumi −t6ge　Formation 150

Ib
Nihon −gi　Formation
AOdori

・gawa 　Formation〈

」 「
3007

 0
Oshirakawa 　Formation 1000 十

AOhara

−dani　V艶 lded　 TUff rhyolite 5 0
Ia Mumai ・gawa 　Formation 100

Sujikawa−dani　Wdded 　Tu ぜ rhyolite 50 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　The 　Sujikawa−dani　and 　the　Ohara・dani　Wdded ］ruffs　belonging　to　the　Stage　Ia　filled
up 　the　depressiQn　on 　the　basement　rocks 　such 　as　the　lower　 Cretaceous　 system 　（Tetori

Group），　diorite（Kitamata −dani　Diorite）and 　granites （Akimachi 　and 　Hikodani　Granites），
in　the　western 　part　of 　the　studied 　area ．

　In　the　Stage　Ib，　the　basin　migrated 　westwards 　because　of 　the　upheaval 　in　the　eastern
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
part，　but　after 　that，　it　was 　filled　up 　by　the　Oshirakawa　 Formation，　 which 　 consists 　 of

lacustrine　deposits，　sillicic　pyroclastic　rocks 　and 　Iavas，　 and 　intermediate　to　mafic ！avas

and 　pyroc 箆astic 　rocks ．　In　the　upheaved 　area ，　local　subsidence 　 took　 place　accompanied

by　the　eruption 　of 　rhyolite 　lavas（Odori−gawa 　Formation） and 　 the　deposition　 of　silicic

pyroclastic　materials （Nihon −gi　Formation）．

　After　the　short 　time 　 erQsion ，　 violent 　 volcanism 　 of 　 the　 Stage 　 II　 began 　 with 　 the
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subsidence 　ln　the　eastern 　part　of 　the　studied 　area ，　 It　was 　followed　by　the　sedimentation

of　nonsorted 　very 　coarse −grained　deposits〔Sumi −t6ge　Formation），　and 　succeeded 　by　the

deposition　of 　enormous 　amounts 　of 　pyroclastic　flow　deposits（Hikodani，　S6tsui−dani　arld

Tonokawa 　Welded　Tu仔s）．　Finally
，
　the　western 　and 　eastern 　magins 　were 　intruded　by　the

stocks 　of 　granodiQrite 　porphyry 　and 　granite　porphyry ，　respectively ，　which 　are 　supPosed

to　be　co −magmatic 　with 　the　volcanics 　of　the　Stage　II．

　 　 　 　 　 　 　 　 は　 じ　 め 　 に

　中部地 方の 飛騨山 地 か ら木曾山地 へ か け て の 広大

な地域 に 分布する濃飛流紋岩 は，後期中生代酸性火

成活動 に お け る 代表的な 火 山 岩体 で あ り，そ の 主体

は珪 長質火砕流堆積 物か らな る （山田 ほ か ， 工971）．

　本岩体 に 関する調査
・
研究 は，こ れま で お もに岩

体南部
＊
を中心 に すすめ られ て きた。我々 の グル ープ

も，発 足 （1970年）以 来，そ れ まで の 個 人研究 の 成

果を引 きつ ぎ，岩体南部に お い て 流紋岩類 の 基本的

な層序 関係を確立 し，火 成活動 史の 大要を明 ら か に

した （濃飛流紋岩団体研究 グ ル
ー

プ
，

1973
，

1976 ）．

　こ う し た 調 査 と並 行 して ，我 々 の グ ル
ープ は

，
1972

年 の 夏よ り岩体北部 の 調査 もすすめ て きた．こ れは，

巨大 な岩体 の 全貌 をなるべ く早期に 明 らか にする必

要性 が あっ た こ と，岩体 中央部 に つ い て は す で に い

くつ か の 個人研究 がすすめ られて い た こ となどに よ

っ て い る．

　そ の 当時 の 岩体北部地域 は，岩体南部地域 と 比較

す る と，ご く一部 の 資料 （石 原，1971な ど ）を除 い

て ほ と ん ど未調査地域 と して残さ れ て お り，と りわ

け流紋岩類 の 層序区分 に つ い て は，ま っ た く未知 の

状態 で あ っ た ．そ の た め，岩体北部 を東 西 に 横 ぎる

断面図を作製する こ と に よ り，基準 となる層序関係

を確立 する作業か ら始め ら れ た。しか しなが ら，岩

体南部 で の 調査 が それ まで の 個 人 研究の 成果の 延長

上 に あ っ た こ と もあり，比 較的順調 に すす め ら れ た

の に 対 して，岩体北部の 調査 は 決 して 順調 に 進行 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み 　 ぽ

た わけ で は なか っ た．こ れ まで の約 7 年間に ，御母ろ
衣湖西岸域 （岩体西縁部 ）か ら飛騨古 川 地域 （岩体

東縁 部 ）に い た る 地 域 （第 1 図） を調 査 して きた が，

現段階 に お い て も調査域西縁部 に つ い て は，急峻な

地 形条件 も加わ り，層序未 区分地域 として 残 され て

る．

＊

濃飛流紋岩は 北西
一南 東方向に 伸び る岩 体 の ため，お お よ そ

美濃帯南半部以南に 位 置す る部分 を岩体南部，美濃 帯北半部

に 位置す る部分 を岩体 中央部，飛騨 外縁 搆造帯以 北 に 位置す

る 部分 を岩体北部 と，それ ぞれ 便宣的に 呼ん で い る．

　本地域 の 濃飛流紋岩に関して は
， その 東半部に お

い て 野沢 ほ か （1975）の 図幅調査 が
， 西半部 に お い

て 金属探鉱事業団 （ユ978）の 広域調査 （飛騨地域 ）

が そ れ ぞ れ な さ れ て い る．流 紋 岩 類 の 層序 に つ い て

み れば ， 前者で は ほ と ん ど触 れ られ て お らず，後者

で は調査 目的の 性格上，我 々 の 結果 とは大 きく異な

る見解 とな っ て い る．

　本報告 で は ，
こ れ ま で の 調査 に よ っ て得ら れ た 資

料 に も とずき， 流紋岩類 の 層序 と構造 をま とめ る．

さ らに 火 山活動 の ス テージ区分を試 み，現段階 に お

い て 考 え られ る 形 成 史 の 概要を ま とめ る．層序未区

分地域 な ど の 残され た 間題点 に つ い て は ， 今後も引

き続 き実施される調査 を通 じて 明らか に して い く予

定で あ る．また，流紋岩類や 基盤岩類の 個 々 の 内容

に 関 して ， 今回十 分 に 記述 で きな い 点 に つ い て は，

稿 を改め て 報告す る こ と をお こ とわ りして お く．

　 《謝辞》　 本研 究に対 し，総 研 「本邦 の 中生代酸

性 火成作用 に 関す る 地質学的 ・岩 石 学的研 究」　（代

表者
・
村上允英氏 ）か ら調査費用 の

一
部 を い た だ き，

こ こ に 発表 の 機会を与え られ た，長期間 に わ た る現

地 調査 に は，著者以 外 に も80名 を 越 す方 々 が 参加 さ

れ た．と りわけ ， 赤 羽 久忠 ， 加藤 は るみ ， 河 田清雄，

栗田正 夫 ， 森本末 男， 諸橋 　毅 ， 西川達 男，野 口 雅

治，吉田 久昭 の 諸氏 に は，現地 調査 をは じめ とし て

多 くの 御 教 示，御 協 力 を い た だ い た ．現 地 調 査 に 際

して，名古屋営林局荘 川 営林署 ， 同古 川営林署，電

源開発株式会社御母衣発電所 の 各位，お よび清見村

夏厩 の 宮垣津春雄様御家族 に は ひ とか た な らぬ お 世

話 をい た だ い た ．

　上記の 方々 に厚 くお 礼 申し上げ る．

　　　　 　　　　 地質 の 概要

　調査 地 域 の 地 質図
・地 質 断 面 図 を第 2 図 に 示 した ．

以下 に ， 本地域 の 地質の概要を述べ る．

　古生層 （上広瀬層）　 調査域 の 最東端 に 分布し，

お もに 礫岩お よび 苦鉄質凝灰岩か らなる飛騨外縁構
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第 1 図　 濃 飛岩体分 布地域 の 地 質概 略図 （山 田 ほ か ，1974 に もとづ き
一

部修正 ）

1 ．第 四 紀火 山 （H ：白 山，N ：乗鞍 岳 ，
　 EB ：烏 il］冒・1・岳 ， 0 ；御 岳），　 2 ．北

陸 層群，3 ．後
“
iee飛

”
花 崗 岩 類 ，4 ．花 崗斑 岩類 〔K ：清 見岩 体 ），　5．濃飛

流紋岩 （太美山層群を含む ），　 6 ．先
“
濃飛

”
深成岩類，7 ．手取層群， 8 ．美

濃帯の 中
・古 生 層，9．飛騨 外 縁構 造 帯の 古 生 層

・
変成 岩類，10．飛騨帯の 変成

岩類 ・深 成岩類，
F ：飛騨 占川，T ：高山，G ：下 呂，ENl 恵那，E ；恵那 山，

造帯 の 構成岩層で ある．本層は花崗岩 質岩 の 礫 を多

量 に 含 む 特異 な 岩相 を 示 す こ とか ら，時代論 を含 め

て い ろい ろ問題 に され て きた 地層で あ る が ， こ こ で

は 詳 しく触れない ．

　船津花崗岩類　上広瀬層の 北側 に ，濃飛岩体 の 東

縁 を画する基盤岩 と して 分布す る．お も に 中粒〜細

粒 の ト
ーナ ル 岩か らな り，下之本型 の 岩相 に 相 当す

る．

　手取層群 　調査域の 北東端部お よび 南西端部 に 分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な

ttや ま

布 し，
ご く

一
部 で は あ る が

， 中央部 の 夏厩 の 北西方
　 　 　 　 　 　 　 　 じ 　まい

約 1km付近 と西部 の 六厩 川河床 に も露 出す る．前三

者 は い ずれ も砂岩層 を主体とする が，後者 は 砂岩 ・

頁岩互層か らな る．なお ， 夏厩 北 西方 で は 正 珪岩 の

礫 を 含 む 礫岩 が み られ る．

　先濃飛深成岩類　調査域 内に は 濃飛流紋岩 の 基盤

として
， 上記 の 岩層以外に，北俣谷閃緑岩，秋町花

N 工工
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崗岩，彦谷花崗岩の 3 つ の 深 成岩体が 存在する．い

ず れ も今回 の 調査 で ， 濃飛流 紋岩の 基 盤 と して 初め

て 明 らか に された もの で あるが
，

こ こ で は 各岩体 の

概 要だ け を述 べ ，詳 しくは 別 に 報告する．なお，北

俣 谷 閃緑岩 の
一一・

部 と秋 町花崗岩 は 、石 原 （1971） お

よ び金属探鉱事業団 （エ978）に よれ ば 後
」
濃 飛

”
の

白川 花崗岩類 の
一

部 と さ れ て お り，彦谷花 崗岩 に っ

い て は こ れ まで に ま っ た く報 告が な い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ドブあ　L ら　かナコ
　 北 俣谷閃緑岩 ：本 地 域西縁 の 大白川上流域，北俣
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　 が み 　：

’
う

谷流域，日照 岳西方域，そ して 尾神郷川南方域 に，

濃飛岩体 の 西 縁 を縁 ど る よ うに 数個 の ブ ロ ッ ク と し

て 点在す る．中粒 の 角閃石 閃緑 岩 を 主体 とす るが ，

岩相変化 に 富 み ， 細粒か ら粗粒 まで，花崗閃緑岩質

か ら斑れ い 岩質 まで各種 の 岩相 を呈 する．本岩体 は

尾神郷 川 北岸 に お い て，手取層群 を置 き （第 3 図），

こ れに 明 らか な熱変成作用 を与 えて い る．さ らに
，

北俣谷南方の 福島谷 に お い ては，本岩体 が 風化
・

マ

サ化した部分の上に濃飛流紋岩 （層序未区分）が 載

る （第 4 図）．す なわ ち，
“
後 手取

・
先濃飛

”
期 の

火成活動 と して 、こ れ ま で に 知 られ て い なか っ た も

の である．

第 3 図　北俣 谷閃緑 岩 と乎 取層群 との 貫入関係

1．北 俣 谷閃 緑 岩 （粗 粒 部 ），
2．同 （細 粒 部 ），
3 ．手取 層群

A

　　
　　　B
　 　 　

　　＊

　　・

　 　 ＊

　　 ＊

　　 ＊

　　 ＊

　 　 ＊

第 4 図　北俣谷閃緑岩 と濃飛流紋岩 との 不整合関係

A 図 ：北俣 谷南方，福島谷標 高 900m に お け る 露頭

　 　 ス ケ ッ チ

B 図 ：A 図 を模式化 した 図

D ．北俣 谷 閃緑 岩 （均 質 部 ｝、 D ’．同 （風 化 ・
マ サ

化部 ），　G ．白 川 花崗岩類，WT ．濃 飛流 紋 岩 （未

区分 流紋 岩 類 の 溶 結凝 灰 岩 ）

　御母衣湖西岸の 北俣谷に は 、本岩体 に貫か れ ，こ

れ に 熱変成作用 を与 えられ て い る安山岩類 （先濃飛

安 山岩類） が 分布す る．本岩類 は、比較的斑 晶が 少

な く，含輝石
・角閃石安 山岩 を主体 と し，溶岩 お よ

び一部に 溶結凝灰岩を と もな う火砕岩類か らな る．

本岩類 の 直上 に あ る濃飛流紋岩 （大 白 川層）が 熱変

成作用 を受け て い ない こ と，本岩類 の 礫 が 大 自 川層

中 に 含 ま れ て い る こ と か ら
， 本岩類 は 濃飛流紋岩 に

不整合に 覆 わ れ る もの と考え られ，北俣谷閃緑岩と

と もに，　
‘‘
先濃飛

”
期 の 火 山

一
深成複合岩体 と して

注 目さ れ る．

　秋 町花崗岩 ：御母 衣湖東岸 に 半島状 に つ きで た 部

分
＊
お よび その 北側対岸に 分布す る．本岩体 は 中粒 の

塊状優 白質花崗岩 か らな ワ，比 較的近傍 に 位置する

北 俣 谷 閃 緑 岩 とは，岩質 上 大 き く異 な る．濃飛 流 紋

岩の 基盤 で あ る こ と （後述〉以外は 、周囲の 岩層 と

の 関係はわか らな い 。

　彦谷花崗岩 ： 中央部の 彦谷 下流部の 沢底 に 点在 し

て 露 出す る．本岩体 は，中粒 の 塊状 均 質な角 閃 石 黒

喰
分 布域付近 に は ，現在 瑚 底に 沈ん だ

“
秋 町

t’
と い う集落 が あ

　 っ た。
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雲母花崗岩か ら な る が，濃飛流紋岩 の 基盤 と して ，

その 下位 に わずか に 露 出する だ け で あ り，他岩層 と

の 関係 は わ か ら な い ．

　秋 町 花 崗岩 と彦谷 花 闘岩 は ， 上述 の よ うに 濃飛流

紋岩の 基盤 で あ る こ と以外 は ， 他岩層 との 関係 が わ

か らな い ．両 者 は 塊状均 質な花謝岩 で あ り，周辺 地

域 に 分布する 花崗閃緑岩質〜トーナ ル 岩質の 船津花

崗岩類 と は，岩相上 お よ び岩質一ヒ異な る こ とか ら，

こ こ で は 北俣谷閃緑岩 と同様 に，　
“
後手取

”
期 の 迸

人 岩 と考え て お く．

　濃 飛流紋岩　本地 域 内 の 濃飛 流 紋岩は，流 紋 岩〜

流紋 デ イサ イ ト質の 溶結凝灰岩 を主体 とす るが
， 同

質の 非溶結 火砕岩類 を比較的多 くともな い，流紋岩

質溶岩や 非 火山性砕屑岩も と もな う．ま た，濃飛岩

体 内 で は こ れ ま で ほ とん ど知 ら れ て い な か っ た 玄 武

岩〜安山 岩質の 溶岩や 火 砕岩類 が 含まれ て い る。こ

れ らの 層序 区分 ・岩相記載，ならび に それ らに 基 く

活動 ス テー
ジ 区分 に つ い て は ，次章以下 で 述べ る．

　花崗斑 岩類 　 「濃飛 流 紋岩 とco −magmatie な迸入

岩」　（山 田 ほ か ，ユ971 ）で あ る 花崗斑 岩類は，本地
　 　 　 　 　 　 　 き よ　 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　 つ　　え

域 で は中央部 （清見岩体）と 東縁部 （字津 江岩体 ）

に 比 較的大 きな岩体 をなして 分布す る．こ れ らの ほ

か に も各所 に 点在 し て 小岩体 が 分 布す る．こ れ ら の

うち
， 清見君体 とその 北側 に 分布す る 小嶄体 が 花 崗

閃緑斑岩質 で あ る の に対 して ，他 の 岩体は い ずれ も

花崗斑 岩質で あ る，清見岩体 は 調査域 か らさらに 南

方へ も広 く分布 し，濃飛岩休内 に 分布 する 同種 の 岩

体 の なか で 最 も大 きい 岩体 をな して い る （第 1 図参

照 ）。　 こ れ ら の 迸 入時期 に つ い て は，形 成史の 項 で

検討す る，

　白川花 崗岩類　本岩類 は ， 河 合 〔1961）に ょ り庄

川沿 い に 迸 入 した 花崗岩類 に 対 し命名 さ れ た もの で

あ ワ，中部地方 の い わ ゆ る 後
”
iR飛

”
花崗岩類 の 1

つ で あ る．本地域 で は ， 庄 川〜大 白 川 流域 ，御母 衣

湖西岸 に 分布 し， 秋町花崗岩 の 中 に も小岩体 と して

露 出す る．中粒 の 角閃石 黒 雲
．
母花崗閃緑岩 か らな り，

北俣谷閃緑岩 ・秋町花崗岩 ・濃飛流紋岩を貫き，そ

れ ぞ れ に 強 い 熱変成作用 を与 え て い る．

　なお ， 本地域 の 西部 に は白川 花崗岩類 と密接な成

因的関係を有す る と考え られ，濃飛流紋岩を貫 き，

それ に 熱変成作用を与 えて い る 文象斑岩体 が存在す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 むち　ぺ
る ．御母衣湖南端部 の 落部 川 流域 に 広 く分布 し （落

部川文象 斑岩），　 森茂川下 流域 や 御母衣湖西岸域 に

も小岩体 と して 分布す る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t，t］　 t

　以上 の 岩層の ほ か に ，森茂川流域 に は （新 ？ ｝第

三 系 と考え られ る安 山岩類 （新期 安 山岩類）と礫岩

ag　／表 　濃飛流紋 岩 の 層序区分 と岩相
一

覧 表

爽 芬　 層 序 ・ 分 齢 … 匝 調 岩 質 鷂 蕩1 繰 斑 晶 容 量 比

．
襖 髮 厂…薯厚（量 ）

　 殿 川 溶 結 凝 灰 岩 層L い 5 °＋
灰 緑

L淡 灰 〜
　 Rh 　 45〜6。　 中 粒 　 P 凶 ・ ・ 飩f》

1　 1　 冠b 軌 　　
小 多

1 ソ
ー

ツ イ 谷

　 　 　 溶 結 凝 灰 岩 層
3DO

緑 灰 〜
暗 録 灰

R640 〜55 祖 粒 髢認；；織 1　 大 　 　 少
…

工工

彦 谷 溶 結 凝 灰 岩 層 　 　 500i 淡 緑 灰
〜緑 灰

　　　 L

臨 〜Rd　 45 〜6D 粗 粒
Pbqz 趨 Kf か
　 　 　 　 　 　 　 　 　大 　　　　　　多Opx 冫Opx ・日 t

寿　　美 　 峠 　　層 L50 礫 岩 、砂 岩 、Rh 非 溶 結 火 砕 岩 類

二 　 本 　 　不 　 　層 　 　 3001 臨 が ラ ス 質
〜

結 晶 凝 灰 岩 、礫 岩 、砂 岩 、軽 石 凝 灰 岩

工b ・
」
・　 鳥 　 川　 層 700 Rh 熔 岩 、角礁 岩 、凝 灰 角礁 岩

大　　白 　 川　 層
一
l　 lODO 十

Rh 非 溶 結 火 砕 岩 類 、凝 灰 質 砂 岩 ・
泥 岩 、 Rh 溶 岩 、舶 d〜Da 唇 岩 ・火

砕 岩 類 、Ba 〜And 溶 岩

大 原 谷 1容結 凝 灰 岩 層 5DO 灰 　 緑 Rh30 〜45 中 粒
騙 》Kf冷Pl 刀
　 　 　 　 　 　 　 　 　 小
　 　 　 冠b尹Bt 少　　　．

　 　 　 1

工a 六 　 蔵 　　川 　 層 100 凝 灰 質 砂 岩 ．
泥 岩 、 、、 が ラ 網 凝 灰 岩 　　 　 　 　 1

筋 川 谷 溶 結 凝 灰 岩 層 500
淡 灰 〜
　 青 」灰

Rh40 〜50
　 　 　 Pl 尾Qz7Kf り
粗 粒
　 　 　 　 　 　 Hb ♪B七

大 少

Rh ： 流 紋 岩 質 、　 Rd ； 流 紋 デ イ サ イ 1・質 、　 Da ： ヂ イ サ イ 1・質 L 　 And ： 安 山 岩 質 、　 Ba ： 玄 武 岩 質

Qz ： 石 英 、Kf ： ヵ リ 長 石 、P工 ； 斜 長 石 、Dt 　 l 黒 雲 母 、Hb ： 普 通 角 関 石 、Opx ： 斜 方 輝 石 、Cpx ； 単 斜 輝 石
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層 （森茂礫岩層）が 分布する，

濃飛流紋 岩団研 究 グ ル ープ

　　　　　　　 濃　飛　流　紋　岩

　調 査 地 域 に 分 布す る 濃 飛 流 紋 岩 に つ い て，以 下 に

簡単に記載
＊
する．第 1表 に層序区分な らび に 各岩層

の 岩相上 の 特徴を簡略化 して 示 し，第 5 図 に層序関

係 を模式的 に 示 し，第 6 図 に 溶結凝灰岩層 の 斑 晶容

量 比 を示 した．

1 − 1　 筋 川 谷溶結凝灰岩層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ずじ　かわだ に

　本層は，森 茂川支流の 筋川谷周辺 ，お よび その 南

W E

白 川 花 商 岩 凱 落郎 lrl文象斑岩 ：

清 見花 崗閃緑嶄 岩 宇1軸 ．花崗 斑岩

殿 川 溶 結 凝 灰 岩 層

ソ　ウ　
．
ノ　イ　谷 溶 結 凝 灰 岩 層

寿 美 峠 層

彦 谷 溶 結 凝 灰 岩 層
1
孟

瑩
大　 　 自　 　 川　 　 層

小 鳥川 層　　　　二 本 木 層

大 原谷溶 結凝 灰 岩層

六 厩 Ilr層

筋 川 谷 溶 結 凝 灰 岩 層

北俣 谷閃緑岩　　　　秋 町花崗 岩
．． 彦谷花 嵐岩

先 濃飛安 山岩類

手 　　取　　層　　群

船津花崗 岩

占生 層（上広 瀬層）

第 5 図　調査 地域 に お け る模式的 層序関係

az，Kt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PI＋Mf−　　　　　　Kf

　　 第 6 図 　溶結 凝灰 岩層 の モ
ード組 成．

　　 1 ．筋川 谷溶 結凝灰層，2 ．大 原 谷溶結凝灰岩層，3 ．彦谷溶結凝灰 岩層，
　　 4 ．ソ

ー
ツ イ谷 溶結凝 灰 岩層，5 ．殿 川 溶結凝 灰 岩層，

IP

串

濃飛流紋岩 中の 溶結凝灰 岩は，岩体全体 を通 じて 共通 した 岩相上 の 特徴 をも っ てお り（山 田ほ か，1971 ），こ こ で は そ れ ら を省略

　 して 記 載 す る．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 か な　ゼ’±　ゼ に

方の 六 厩川流域 か ら金山谷流域 に かけての 地域 に 分

布す る．また，御母衣湖西岸地域 に お い て も，そ の

分布 が 確 認 され て い る．

　本層は 全体 と して 均質 な 溶結 凝 灰 岩 よ りな るが，

複数 の 層準 に わ た っ て 細粒 の 成層凝灰岩や凝灰質砂

岩の 薄層 （層厚 1m 前後） を挾 む．粗粒 の 石英斑晶

（径 3 〜6   ）を含む こ と，よ く扁平化 した 本質 レ

ン ズ （径 3 〜10  ）を多量 に 含む こ と，石質岩 片 を

ほ とん ど含 まな い こ となどを特徴とする．

　本層は，六廐川中流域 の 河床に お い て，砂岩 ・頁

岩 互層か ら な る 手取 層群 を不整 合 に 覆 う．こ こ で は，

本層の 溶結凝灰岩 と手取層群 との 間 に，本層の 一部

と考えられ，手取層群起源 の 礫 か ら な る礫岩と凝灰

質砂岩 ・
泥岩の 互層 （層厚約 10m ）が 存在す る．

1− 2　 六厩 川 層

　六厩川流域 の 両岸 山腹 に お い て，筋川 谷溶結凝灰

岩層を覆 っ て 分布し， そ の 北方 の 森茂川流域 や 東方

の 金山谷流域 へ も連続 して 分布する．

　本層 は，凝灰質砂岩
・
泥岩や 細 粒 の 成層凝灰岩な

ど よ りな る 水底砕層岩層 で ある．全体 と して 30〜50

m 程度 の 層厚 をもつ が ，南へ む か っ て 薄くなり， 北

へ む か っ て 厚 くな る傾向 を示す．

1− 3　 大 原 谷 溶結凝灰岩層

　本層は六廐川支流 の 大原谷周辺 地 域 に 模式的に 露

出 し，六 厩川南岸の 山腹ならび に 森茂川下 流域 に 分

布す る、また，御母衣湖西岸地域 に も，そ の 分布 が

確認 さ れ て い る．

　 本層に 共通す る特徴 は
， 下位 の 筋川谷溶結凝灰岩

層に くらべ て 斑 晶が 細粒である こ と，小型 の 本質レ

ン ズ （径 1 〜 2cm）を多量 に 含む こ とな ど で あるが，

内部 に しば しば 非溶結 の 成層凝灰岩層 （層厚数〜20

m ）を挾 み，溶結の 程度 も場所に よ り異な る、

　 下位の 六 厩川層と の 関係は ， 大原谷南東 の 沢 で 確

認 され ， 本層の 溶結凝灰岩が 漸移的 に非溶結の 凝灰

岩 と な り，そ れ が 六 厩 川層を 覆 う．ま た，御 母 衣湖

東岸に お い て は ， 秋町花 崗岩 と接す る が
， 両者 の 直

接 の 関係 は み ら れ ない ．こ こ で は 本層に ま っ た く熱

変成 の 影響 が 認 め られ な い こ とか ら，本層 は 秋 町花

崗岩 に ア バ
ッ トして い ると推定される．

2 − 1　 大 白川層

　 調査域北西端の 大白fl1下 流域 と御母衣湖 東岸域 に

広 く分布 し，六厩川北方 の 稜線付近 に も分布す る．

ま た，御母衣湖西岸域 の 層序未区分地域 に は，本層

相 当層が 広 く分布 して い る もの と考え られ る．

　本層は ， 流紋岩質の 非溶結 火 砕岩類 や 水 底 砕屑岩

類 を主体 とする層厚 1，000m を越え る地 層の 総称 で

あ る が，分布域全体 に わた る有力な鍵層が 見 い だ さ

れ ず，内部 の 層序関係 は 明確に な っ て い な い ．お お

まか に 言えば，大白川下流域 で は 火 山性 の 水底砕屑

岩類 が ， 御母衣湖東岸域 で は流紋岩質 の 非溶結 火 砕

岩類 （一部 に 薄 い 溶結凝灰岩）が，六 厩 川 北方地域

で は安 凵」岩質〜デ イサ イ ト質の 溶岩 ・火砕岩類が そ

れ ぞれ 卓越す る．こ れ らの 中に，御母衣 湖 東岸 域 で

は玄武岩質
〜

安山岩質溶岩
＊

（
一

部，自破 砕〉と 流紋

岩質溶岩 （一部，自破 砕）が 近接した層準 に 挾有さ

れ て お り，六 厩 川 北方域 に も流紋岩質溶岩が 挾有さ

れ て い る，こ うした 岩質の 著 しく異 な る 火凵」岩 が ほ

ぼ 同時期 に 活動 して い る例 は ， 濃飛岩体内 で は こ れ

まで に 知 られ て い なか っ た もの で あ るが ，現段階 で

は本層 の 内部層序が 正 確 に 把握 で きて い な い た め，

詳 し い 議論は今後の 調査 に 基 き， 稿 を改 め て 述 べ る。

　本層は ， 御母衣湖 東岸 に お い て 秋町花崗岩を不整

合 に 覆 う（第 7 図）．また，六 厩川の 両岸稜線部に お

い て，本層は 大原 谷 溶 結凝灰岩層よ り地 形的 に 上位

位置 し， 同層を覆 っ て い るもの と考 えられ る．

第 7 図　秋 町花 崗岩 と大 白川層との 不 整 合 関係

2 − 2 　ノ亅丶 島丿1【層
　 i’ど しロ
　小鳥川 下 流 の 下 小 鳥湖 周辺 と 金山谷 上流域 に 分布

し，流紋岩質溶岩 とそれに 由来す る角礫 ・基質より

な る角礫岩 の 互層 で あ る．

．
斑 晶 と して 単斜 輝 石 とか ん らん石 （仮像）をも ち，石 基 は 間

粒状組織 で斜 長 石 　（An60−70） ・単斜 輝 石
・斜方輝石

・鉄鉱

か らな る．原山 （1978）に よれ ば，斑晶 と石 基 の 単 斜輝石 は，
endiopside − augite の 組成 を有 し，斑晶単斜輝石に は A王（−5 ％

Al203）とCr （
− Q．9％ Cr20a）に 富 む もの が ある．
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　流紋岩質溶岩は ， 灰 白色 ， 灰緑色など様 々 な色調

を呈し，全体 と して 無斑 晶質 で あ る．そ れ らは，塊

状均質 な もの ，流 理 構造 や 自破砕構造 を示すもの 、

多蜀：の 球顆 を含 む もの な ど 各種 の 岩相 を 示 し，同一

の 溶岩層中で 漸移 する．

　角礫岩は，全体に 凝灰角礫岩様 の 岩相 を呈 するが，

角 礫 よ り基質 まで の ほ と ん ど が 溶岩の 破片よ り構成

され て お り，わずか に手取層群起源 の 砂岩 ・頁岩 の

破片が 含まれ る．弱 い 層理 が 発達す る 場合 もあ り，

自破砕溶岩 に 移行する部分 で は無層理 に な る．また，

軽 石 片や 火 山豆石 を含む 凝 灰 角礫岩を わ ずか に 挾有

す る．

　本層 と下位層 との 直接 の 関係 は，金山谷上 流 域 に

お い て 本層の 溶岩と 同質の 岩 脈 が 筋川 谷溶結凝灰岩

層を 貫 く こ とだ けしか わ か らない が ，本層は そ の 分

布形 態か ら，
ス テ

ー
ジla （後述 ）を覆 うもの と考え

られる．また，大白川層と の 直接 の 関係 は わか らな

い が，大 白 川層中 に も本層 の 溶岩 と類似する岩相 を

呈 す る溶岩 が 各所 に 存在す る こ とな ど か ら ， 両層と

もほ ほ
’
1司一層準 と考え られ る．

2 −−3　 二 本木層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に 　 T±i．　 Y

　本層 は、小鳥 川 流域 の 二 本木
＊
な らび に その 下流域 ，

お よび 彦谷 下 流 域，ソ ウ ツ イ 谷一ヒ流域 に お い て ，上

位層の彦谷溶結凝灰岩層 （後述 ）の 下位 に 点 在 して

露出する．

　流 紋岩質の ガ ラ ス 質成層凝灰岩および 結晶凝灰岩，

礫岩 ， 砂岩，軽石 凝灰岩 な ど よ り構成 さ れ，多 くの

部分は変質 して 白色化 し て い る．こ れ らの っ ち， 細

粒 の 成層凝 灰岩は 陶石原料 とて 採掘され て い る．

　 小 鳥 川 流 域 に お け る 本層中の 礫岩に は，手取層群

の 礫岩中 の 正 陛岩 や 花 崗 岩 の 円 礫 が そ の ま ま こ わ さ

れずに ， あ る い は 破片 と して 多量 に 入 っ て お り，本層

は手取層群 の ．上に 直接堆積 し た と 考え られ る．また ，

彦谷流域 に お い て も，本層中 の 礫岩 に は 多量 の 彦谷

花崗岩の 礫 が 含まれ て お り，直接彦谷花崗岩を不整

合 に 被覆 して い る．

　本層 と小 鳥川 層，大白川層お よ び それ ら よ リ ド位

の 地層 との 関係 は ， 分布域 が 離れ て い る た め 直接確

認 で きない ．本層を岩相 ヒ似 て い る 大白川 層 と対比

す るこ と も考 え られ るが
， そ の 場合に は 大 白川層 の

堆積盆 とは 独 立 した小規模 な堆積盆 に 堆 積 した もの

率
河 田 ぽか （⊥976）は，二 本木 付 近の 本層 中よ り，保存の よい

植 物 化石 （Cunninghamin　ieumiensis　MATsuO ）を報告 し，ヘ

　トナ イ世 に 対比 され る可 能性 を指 適 した ．

と推定さ れ る．い ずれ に し ろ，本 層と大 自 川 層 お よ

び 小鳥川層 の 三 層は，そ れ ぞ れ の
一

部 に 類似 した 岩

相 をもち なが らも，お互 い に 独 立 した 分布域 を 占め

る た め，相互 の 関係は 明確で な い ．こ こ で は ， 十分

な証拠 は な い が，三層は 大 き くみ れ ば 同
一

層準 で あ

る と考 え て お く．

3 − 1　 寿 美峠層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G’　 み

　本層は，調 査域 南東端 の 寿美峠周辺 に 模 式的 に 露

出 し ， 濃飛岩体 の 東縁 に 沿 っ て そ の 北 方 に も断 片 的

に 分布する．

　本層は，礫岩を主体 と し，流紋岩質の 非溶結火砕

岩類 や 凝 灰 質砂岩な ど を と もなう．礫岩 は，径 10−

20cm大 の 角礫〜亜角礫 が 多く，花崗閃緑岩， トーナ

ル 岩，砂岩，チ ャ
ート， 頁岩，安 山岩質溶岩 ・凝灰

岩な どの 礫 か らな り，まれ に 径 5m 大 の 岩 塊 も存 在

す る．こ れ らの 礫 は，い ずれ も濃 飛 流 紋 岩 の 基盤 で

あ る船津花崗岩類や古生層 （上広瀬層〉，　 手取層群

に 由来す る もの で ある。淘汰 が 悪 い こ と，基 質が 少

な い こ と，側 方へ の 連続性 が 不良 で あ る こ とな どか

ら，本層は 急崖 形 成 に と もな う崖錐性堆積物 を主体

とす る地層で あ る と考え られる．

　本層は，寿美峠周辺 で は彦谷溶結凝灰岩層に 覆わ

れ る が，そ の 北方 で は ソ
ー

ツ イ谷溶結凝灰岩層 に 覆

わ れ る．本層は こ の ように 異 な る層準 に 挾 有さ れ る

岩相類似 の 堆積物で あ るが
，

こ こ で は こ れ ら をす べ

て 含め て 寿美峠層 とした．

3 − 2　彦谷溶結凝灰岩層

　調 査 域 中央部 の 小鳥川 ・彦谷流域，お よび 東部 に

広 く分布す る．

　本層 は，粗粒 多斑 晶質で，比較的大型 の 本質 レ ン

ズ （径 5 〜15cm）中 に粃粒 な淡紅色 の カ リ長石 をし

ば しば 含む こ と な ど で 特徴 つ
ー
け られ る，

　本層は，彦谷 下流域 に お い て，彦谷 花崗岩を不整

合 に 覆 い ，基 底部付近 に 同花崗岩 の 岩片 をともなう．

ま た，夏厩北西方 で は 手取層群 を直接被覆して い る。

下位層の 二 本 木層 ・小鳥川層と の 直接 の 関係 は み ら

れ な い が，い ずれ の 地点 に お い て も本層 とは 著 し い

構造的 ギ ャ ッ プ をもっ て 接 して い る．

　 なお，本層は 二 本木周 辺
匙
と金 山谷下流域 に お い て

弱 い 熱 変 成作 用 を受け て い る。

3 − 3　 ソ
ー

ツ イ谷 溶 結 凝 灰 岩層

　 本層は ， 小鳥川 以東 の 調査域東半部 に 広 く分布し，

＊

　下 位の 二 本木層は 著 し い 変質作用 を受け て い る ため，熱 変

　 成作 用の 影響 はわ か ら な い ．
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一部 森 茂 峠 周辺 に も分 布す る．

　見か け L， ド位 の 彦 谷溶結凝灰岩層 と類似 した 岩

相を 呈 し，粗粒 多斑 晶質 で ある が ，斜 長石斑晶 に 齧

む こ と，本質レ ン ズ 中 に 粗粒斜 長石 斑 晶を含む こ と

な ど，岩質的 に 区別 さ れ る．

　本層は，彦谷溶結凝灰岩層に対 して 地 形的 に 上位

に 位置す るが ， 両層の 境 界付近 で は 岩相 ・岩質的 に

漸移関係 で あ り，両層 の 境界 は 明 確 に ひ けない ，

　な お ，本層は ソ
ー

ツ イ谷 流 域 で 弱 い 熱 変 成 作 用 を

受け て い る．

3 − 4　 殿 川溶結凝灰 岩層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と o）
　調査域北東部 の 尾崎山 か ら殿 川 流域 に か け て の 地

域 に 分布す る，

本層は，石英
・カ リ長 石 の 斑 晶に 富 み，本質 レ ン ズ

が小型 （1   前後 ）で，比較的 多量 の 石質岩片 を含

む こ と な ど の 特徴をもつ ．

　 ド位 の ソー
ツ イ 谷 溶 結 凝 灰 岩 層との 直 接 の 関係 は

不 明 で あ るが ， 分布 の 形態か らその 上位 に 載 る もの

と考え ら れ る．

4　地質構造

　本地域 の 濃飛流紋岩 は ， 大 きくみ れ ば 30n以 下 の 緩

傾斜構 造をな し，基本的 に は 岩体南剖〜地域 で み られ

る 構造 と 同 じで あ る．た だ し，こ うした
一

般的な地

質構造を示 しな が ら も，局所 的に 著 しい 急傾斜構造

を示 す部 分 が 2 地 域 で み られ る， 1 つ は 六 厩 川 の 南

西側 で み られ るもの で あ り，も っ 1 つ は二 本木層に

み ら れ る もの で あ る．

　六 廐 川 の 南 西 側 で は，大原谷溶結凝灰岩層と大白

川層が と もに ほ ぼ 北北西
一
南南東方向 に帯状 に 急傾

斜 をな して お り，その 両側 で は 両層や その 下位層 が

ほ とん ど水平に近 い 緩傾斜 と な っ て い る．い っ ぽ う，

二 本木層 で は 全体 と して 構造 が 乱れ て お り，垂 直 に

近 い 傾斜 を示 す場合 もあ る．こ うした 現象は 同層だ

け に 限 ら れ て お り，」二位に 接する彦谷溶結凝灰岩層

に は ま っ た く認め られな い ．こ れ らの 原因 に つ い て

は 次章で若千触 れ る

SW

　　　　　　 形　成　史　 の 　概　要

　こ れ まで に 述 べ て きた 濃飛流紋 岩の層序 ・構造 に

基 づ い て，活動 ス テ
ー

ジ の 区分 を以下 に 試 み，その

区分 に 従 っ て，本地域 の 濃飛流紋岩の 形成史をま と

め る．第 8 図 に 本地域 の 東西模式断面図 を示 した。

1　 ス テ ー
ジ 区分

　筆者らは t 濃飛岩体南部に お い て，溶結凝 灰 岩層

に 挾有 さ れ る 水底砕屑岩層 で 示 さ れ る大 規模な 火 山

活動 の 休 止 期 を境 に して ，い くつ か の 活動 ス テージ

に 区分 で きる こ と （山 田 ほ か，1971），各 ス テ
ー

ジ

で は，
一

般 に 1 陥 没 盆地 の 形成 → 水底砕屑岩層の 堆

積 → 大規模 な 火砕流 の 噴出 （溶結凝灰岩層 の 形成 ）

→ 花崗斑 岩の 迸入，と い っ た 活動経過 を た ど っ た こ

と を指摘 し，こ の 観点 に た っ て 岩体南部 の 形成史 を

明 らか に した（濃 飛流紋岩団体研 究 グル
ープ，ユ976）．

　しか しなが ら ， 本 地 域 に お い て は ， 大 白 川層に 示

され る よ うに，反 期間 に わ た る 滞水期 が 必 ず しも大

規模な 火 山活動の 休止 期 に あ た る わ け で は な く，火

山活動 の 性格 が 岩体南部 と
一

部異 っ て い る．そ の た

め ，こ こ で は，水底砕屑岩層の 挾有と い う点よりも，

層序関係 ， 各層の 分布状 態，そ れ に 対応する堆積 盆

地 の 発達 の 経緯，各層相互 の 構造的関係な どの 諸点

に 基づ い て，ス テージ区分 を行な い ，Ia・Ib・IIの

3 つ に 区分 した 。

　ス テー
ジ Iaは，本地 域 西半部 に 大 規模な溶結凝灰

岩層 （筋川 谷 ・大原谷 溶結凝 灰岩層）を形成した 活

動 ス テ
ー

ジ で ある．

　 ス テー
ジ lbは，　 Iaに ひ きつ づ い て 堆 積 した 大 白 川

層，それ とほ ぼ同
一

層準 と考 えられ ， 岩体中央部 で

独立 した 小 堆積盆 を埋 め て 形成され た 二 本木層，お

よび同 じく岩体 中央部 で 噴出し た 小 鳥川 層が 形 成 さ

れ た ス テー
ジ で あ る．こ の ス テージ は，堆積物の 構

成に お い て は laと明 らか に 区別 され るが ，
　 Iaの 活動

との 関係 が 十分 明 確 に な っ て い な い た め，Ibとした．

な お ，本 ス テ
ー

ジ に つ い て は ，分 布 （活 動 ）域 の 違

い な ど か ら，さ らに 細か く区分 で き る 可能性（後述 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NE

　 筋川谷溶継 跿灰 岩 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ ポ 木 層

第 8 図 　調 査 地 域 の 模式東 西地 質 断 面 図
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もあ る が ，三層の 層序関係が 不 明 確なため ，こ こ で

は ま とめ て ス テー一ジ Ibと す る．

　 ス テ
ー

ジ H は，本地域東半部 に お い て ，周縁基底

層で ある寿美峠層をともな う大規模 な溶結凝灰岩層

（彦 谷 ・ソー
ツ イ谷 ・殿 川溶結 凝 灰岩層）を形成 し

た 活 動 ス テージ で あ る．

2　 形成 史

　以下 に ，各 ス テ
ー

ジ お よ び 迸 入岩 に つ い て 形成史

の 概要 を検討す る，

　 1．ス テー
ジ Iaの 活動 （第 9A 図参照）

　 こ の ス テー
ジ の 堆積盆地 は，そ の 構成物の 分布状

態 か ら，御 母 衣 湖 東岸域 を 中心 と し た もの で あ っ た

と推定 される．こ の 盆地 の 西縁 は ， 御母衣湖 西岸域

の 資料 が 十分 に な い た め明確な こ とは言 えない が，

現在 の 岩体西縁 と大 きくずれ る こ と は ない と推定 さ

れ る．一方 ， 岩体中央部 の 小鳥川 ・彦谷流域 で は ，

“

41
△ 臼 山

　 6km
一

△ 臼 山

第 9A 図　 ス テー
ジ Iaの 分布 と その 推定 堆 積盆

1 ．北俣谷 閃 緑 岩の 現 分 布，
2 ．ス テ ージ laの 堆 積 物 の 現 分 布 ，

3 ．堆積 盆 の 推 定範囲（第 9B ，9C 図に 共通 ）．

〃

4
ー

　 6km
一

第 9B 図　 ス テージlbの 分 布 とそ の 推定 堆 積 盆

1 ．大 白 ）ll層の 現 分 布 ，

2 ．小鳥 川層 の 現分布，
3 ．二 本 木 層 の 現 分 布．

▲ 白

第 9C 図 　ス テ
ー

ジ IIの 分布 とそ の 推 定堆 積 盆

　　　　 お よ び 花崗斑 岩類 の 分布

1 ．寿美峠層の 現 分布，
2 ．ス テ

ー
ジ IIの 堆 積 物 の 現 分布，

3 ．花崗斑岩 類 の 現分布．

ス テ
ー

ジ lbや IIの 下 位 に 直接基 盤 岩類 が 分布 して い

る こ とか ら，本 ス テ
ー

ジ の 盆地 の 東縁 は そ れ よ り西

方，お そ ら く金山谷付近 を南北方向 に 走 っ て い た と

考え ら れ る。

　本 ス テ
ー

ジ を構成す る溶結 凝 灰岩層が 噴出した 地

点 を示す明 らか な証拠は，現在 の と こ ろない が，分

布 の 中心 が 御 母 衣 湖 東岸 以 東 に あ る と考 えられる こ

とか ら， 六 厩 川 流域〜金山谷 上流域 に か け て の 地域

と考え られる．

　 2 ．ス テー
ジ lbの 活動 （第 9B 図参照 〉

　大 白 川層の 分 布 か ら推 定 し て ，ス テー
ジ laの 堆積

盆 は ， ス テージlbの 時期に い た り，そ の 束縁部 が 隆

起 に 転 じ，全体 と して 西方へ 移動し た ．こ の 盆地 内

の 構成物 は 大 白川 層 で あ ワ， 同 層 の 複雑 な 岩相 変 化

が ，盆地内 で の 活動 の 情況 をよ く示 して い る．隨所

に挾有さ れ る 溶岩類で 示 され るように，小規模 な火

山活動 の 中心 が 盆地内 に 点在 して い た．こ れ らか ら

噴 出 した 小規模な火 砕流や 溶岩 ， 火 山 灰 な ど が ， 盆

地 内の 隨所に 存在 した 滞水域 へ 流入 し，一
部 は 乾陸

域 に も流 れ て 薄 い 溶結凝灰岩 も形成 した．

　
一

方，隆起域 と な っ た 小鳥川 流 域 で は ，小 鳥川 層

や 二 本木層 が 形成 さ れ た．小鳥川層に は 自破砕溶岩

と その 二 次 的移動物 と考 え られ る角礫岩 が 存在 し，

と くに 後者 の 占め る割合 が 相対的 に 大 きい こ と か ら，

小鳥川層 は 全体 として 浅水域 に 噴出 した もの と 考え

られ る．また，下小鳥湖周 辺 と金山谷上流域 とは 南

北 に 約 7 −− 8km離 れ て お り， と もに 流紋岩質溶岩 が

多量 に 存在する こ とか ら，活動 の 中心 が 少 な くとも

2 ヶ 所 あ っ た こ と を 意味 して い る．小 鳥川 層の 層厚
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は，そ の 形成時 に は お そ らく1，000m 近 くあ り，同

層の 中味が 流紋岩質溶岩 と は い え，相当大規模 な火

山 体 を 形 成 し て い た も の と考 え られ る．こ の ような

活動様式は ， 濃飛岩体に お い て は こ れ ま で に例が な

い ．

　二 本木層を堆積 した 盆 地 は，同層の 分布 か ら推 定

して ， 径 5km程 度の 円形盆 地 が 考 え ら れ る．二 本木

層 の 主体 は軽石片 を含む凝灰岩類 で あ bt しか もそ

の 構造は周囲の 他層とは対照的に急傾斜 して い る こ

とか ら，こ の 盆 地 は 凝灰岩類 の 噴出 に と もな い 断 続

的に 沈降 し た一
種 の カル デ ラで あ っ た 可能性 が 強 い ．

　小鳥川層 と二 本木層の 活動域 は，両者 とも全体 と

して 隆起 して い る 地域 で 局所的 に 沈 降した と こ ろ に

あ た り，共通性 が あ る．逆 に ，こ れ ら と大 自川層 の

活動域 と は，地 域的に も性格的に も異な っ て い る．

さらに，六厩川南西方 の 急傾斜構造 は大白川 層堆積

後 に 形成 され た もの で あ り，そ の 構 造運動 が そ の 東

側 （二本木層 ・
小鳥川層 の 活動域 ）の 隆起運動 に 関

係 して い る可能性 も考 え られ る．こ うした 意味 で ，

ス テ ー
ジ Ibを細区分す る 必 要 が あ る か もしれな い ．

　 3 ．ス テー
ジ IIの 活 動 （第9C 図参 照 ）

　 ス テージ la ・Ibの 活動以後 ， か な りの 削剥期 を経

て ，
ス テ

ー
ジ IIの 火山活動 が 再開 され た．こ れ は 彦

谷溶結凝灰岩層の 基底 に み られ る 下位層 との 構 造上

の ギ ャ ッ プ と して 示 され る．活動 の 場 は 東方 に 大 き

く移動 し， 岩体東部域 と な っ た．本ス テージ に お い

て も，火山活動 の 開始前 および そ の 後 に 著 しい 沈降

（陥没）が 起 こ り，堆積盆の 形成 をみ て い る．そ の

証拠 は，現在 の 岩体東縁部 とほ ぼ同 じ位置 と考 えら

れ る堆積盆 の 東縁 に お い て み ら れ る．こ こ で は、北

西
一南東方向の 急崖 が 彦谷溶結凝灰 岩層の 噴出前 に

形 成 さ れ，その 麓 に 崖錐 性 の 礫岩 を主体 とす る寿美

峠層が 形成さ れ，ひ きつ づ い て 噴出 した ソ
ー

ツ イ谷

溶結凝灰岩層の 形成前あ る い は 形成時に も，同様 の

堆積物 が 形成 され た．こ の 盆地 の 西縁 を示 す証拠 は

な い が，現在 の 分布域 か ら推定 して
， 森茂付近 より

南東 へ と延 び て い た もの と考え ら れ る。た だ し，西

縁 に 急崖 が 存在 した か 否 か に つ い て は 不 明 で あ る．

　殿 川 溶結凝灰岩層 の 分布 は ， 下 位 の 二 層に くらべ

て 南西方 へ の 広 が りを欠 い て い る．盆地 の 南西部 で

は ， 同層が 削剥さ れつ く し た 可能性 も否定で きな い

が，こ の 時期 に 活動域 が 東 方へ 移 っ た か ， 堆積盆 の

縮 小が 生 じた こ と も考え ら れ る．

　 4 ．花崗斑 岩類 の 迸 入

　本 地 域 に み ら れ る 花崗斑岩類 の うち，比較的大 き

な岩体 をなす宇津 江 岩体 と清 見岩 体 に つ い て ，活動

ス テー
ジ との 対 応関係 に 関 して簡単 に 触 れ て お く．

　宇津江岩体 は，殿川溶結凝灰岩層 まで 貫 き，清見

岩体 は 彦谷溶結凝灰岩層まで 貫 い て い る．すなわ ち，

両岩体 と もス テージ IIまで 貫 い て い る が ，両岩体 の

岩質 は 明 らか に 異な り，岩質的 に は宇津江岩体 は 殿

川溶 結凝灰岩層に ， 清見岩体は ， 彦谷
・ソー

ツ イ谷

溶結 凝灰岩層 に それぞれ対応する．ま た，両 岩体 は

ス テ
ー

ジ IIの 堆積盆 の 東縁 と西縁 に 沿 っ て そ れ ぞれ

迸 入 して い る．とりわけ，清見岩体は ， 濃飛岩体 に

とも な う花崗斑 岩体 と して は特に 巨大な岩体 で あ り，

平 担 な迸 入 面 を有 して い る 点 な ど，同種 の 岩体 とし

て は 特異性 をも っ て い る．

　 こ り した こ とか ら，両岩体 とス テ
ー

ジ IIの 活動 を

単純 に 結 び つ け る こ と は で きな い ．現段階で は ，両

岩体 の 全貌が 明 らか に な っ て い な い こ と も あ り，滋

入 時期 が ス テ
ー

ジ IIの 活動 中な い しそれ 以降で あ る

こ とを指摘す る だ け に と どめ る．
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